

























布され，1995 年 1 月から保険料の徴収，その後

















的で 2018 年 9 月 25 日～ 28 日，ドイツのデュッ
セルドルフ市を訪問した。9 月 25 日にドイツ
で６つある代表的な公益福祉団体のひとつであ
るディアコニー福祉団体が運営する高齢者施設
































要 介 護 認 定 等 級  認 定 基 準  
要 介 護 等 級 １  
自 立 性 ま た は 能 力 の 軽 微 な
障 害
 
要 介 護 等 級 2
 自 立 性 ま た は 能 力 の 相 当 な
障 害
 
要 介 護 等 級 3
 自 立 性 ま た は 能 力 の 重 大 な
障 害
 
要 介 護 等 級 4
 自 立 性 ま た は 能 力 の 著 し く 重
大 な 障 害
 
要 介 護 等 級 5
 
自 立 性 ま た は 能 力 の 著 し く 重
大 な 障 害 、 お よ び 介 護 に お け







年 6 月），宗教的にはカトリック系が 3 割，プロ
テスタント系が 3 割を占めている 2）。高齢化率
21.66％で，日本，イタリア，ポルトガルに次い












5 位，ドイツ国内では第 2 位である。デュッセ
ルドルフ市には日本企業の駐在員が多く居住し
ており，2016 年には約 6500 人の日本人が居住
している。
ドイツの介護保険法は，1994 年に公布され
















2018 年 9 月 25 日，ドイツの代表的な公益福
祉団体のひとつであるディアコニー福祉団体が








体はドイツ国内で 6 つある大きな福祉団体の 1
つである。
施設長の David Kuhl 氏とケア統括者（現場




Dorothee Sölle Haus は 4 階建てのビルで 1
階はデイサービス機能（定員 14 名），2 階と 3 階
梶谷みゆき・平松喜美子・三瓶まり
表２　ドイツにおける介護認定評価項目
表２   ドイツにおける介護認定評価項目 
 












































は入所サービス機能（原則 2 人 1 部屋），4 階は
ショートステイ機能（定員 14 名，個室）を配置
しており，入所定員 78 名である。入所者の平均
年齢は 80 ～ 90 歳で，平均要介護度は 3 ～ 3.5，
































写真１　Dorothee Sölle Haus の玄関前で
　　　　左端が施設長 David Kuhl 氏　左から
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